
※　設問は、３カ年継続
　　今次の比較は、平成２５年度上半期を対象とする。 

結果と考察



※昨年同様、ひがしは子どもにとって、楽しい学校である。

※７割の児童は家庭学習の定着が見られる。家庭との
　連携で、のこり３割の家庭学習の推進を図りたい。 

※「よくあてはまる」が６ポイント上昇している。学校広報
　の充実の成果が現れている。 

 ※　早起きの習慣化が定着している。「４」の６％に注意

※　朝ご飯も同様。定着が見られる。



※　１０時以降が若干増加傾向にある。
　夜間のノーディスプレイの習慣化は必要である。

※　児童会による「あいさつ隊」自分からあいさつの
　定着は学校生活では顕著！ 

※　家族の一員としてのお手伝いなのだが、２割の
　家庭・家族のあり方が「格差」にリンクするか？ 

※　５ポイント以上の減少。常滑の都市化の象徴である
　ひがしの最重要課題を示している設問。「地域に根ざ
　した学校」つくりに多様多岐の方策が求められる。 



※　学校は課題や問題と考えていても家庭ではそうでない
　ことが多くなっていた。共有化していく努力は進めるが…
　評価されなくても学校ですべきことを粛々と行うことが肝要 

※　設問１１と同様

※　５ポイント改善。いじめ防止基本方針に基づく方策や
　ケース対応に一定の理解と評価をいただいている。 

※　まず転居された方に「地域の人」が学校を支える姿を
　見て感じていただくことが最低条件。また、保護者自身に
　自らも「地域の人」として「根付いて」いただきたい思いを強く抱く。 

※　「わかりやすく」伝えることは奥が深い。
　引き続き学校広報をひがしの主柱とする。 





結果と考察

※　設問は、昨年度と同様
　今次は、平成２５年上半期の４～５年生児童との
　比較となる。 

※　今回から３年生以上の児童を対象



※　この２．５％を看過しない。
 

※　算数科以外でも少人数指導や
　学習の複線化などが求められる。
　家庭学習への家庭の協力・理解も課題 

※　この１０％の家庭は課題。
　　聞いてほしい相手に聞いてほしいときに… 



※　早寝早起き朝ごはんは定着

※　遅寝の増加が見られる。
　ノーディスプレイは、家庭での喫緊の課題
 
 

※　「あいさつ隊」など、子どもに響く活動の
　アイデアが大切 
 



※　「ママさん」が激減。子どもを守る会の加盟率の
　低下により、出会う頻度が減少している。 

※　「もくもく清掃」は高学年ほど定着が
　見られる。
 

※　学級・学校の一員として自己有用感
　の形成に引き続き努力する。
 

※　参加者が１０％減少している。すばらしい
　地域であるが、つながりの「希薄化」は深刻 



※　「いない」看過できない。重篤

※　「いない」看過できない。



※　いじめの問題の困難さ・根深さは
　ひがしも同様。保護者・教師とのずれは大きい。 

※　やさしく頼もしいひがしっ子

※　思慮深さ・慎重さは「やい気」とは
　裏腹 

※　ペア活動の取り組みの成果が鮮明！



※　廊下歩行・通学路の一列歩行が最大の課題
　授業・生活のマナーの向上が見られる。きめの
　細かい教育が生きている。 
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結果と考察

※　明るく元気で楽しい学校
　雰囲気を数値が裏打ちしている。 



※　「黙して清掃」の指導の共有化
　の成果と実感が顕著である。 

※　師弟同行

※　現職教育の授業研究・OJT・スキルアップ
　研修…取り組みの成果 



※　教育評価はその基準、ものさしの
　「精度」が肝要であり、その研究は途上である。 

※　児童の評価とリンクしている。
　　柔らかな心は醸成されつつある。 



※　保護者「全て」を対象とはできない。
　学校教育のプロとして毅然と進めるところは
　ある。　 

※　一人一人を大切に寄り添う教師集団である。
　しかし、子どもとの小さな乖離を忘れてはならない。 

※　いじめ根絶に向けてできることを進めている。
　ここでも、子どもとの小さな乖離を忘れてはならない。



※　学校広報の充実は最高レベルと自負
　する。しかし、保護者の評価とのずれがある。 

※　「ふるさとひがし」の取り組みは端をつけた
　ところ。これからの地道な取り組みが必須。 

※　分掌に反映できる学校経営方針をビルト
　アップしていく必要がある。参画意識を高めること。 

※　教職員評価が自己啓発となるよう管理職の
　指導助言が要。意欲を引き出す経営を心がけたい。 


